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手こぎ船が行き交う大横川

隅田川沿いは墨田区側にも台東区側にも桜が

片

道

２

分

で

飛

鳥

山

の

山

頂

へ

　

東

京

都

は

２

０

２

４

年

度

も

、

テ

ナ

ン

ト

ビ

ル

の

オ

ー

ナ

ー

な

ど

中

小

企

業

者

に

向

け

て

高

性

能

型

消

火

器

の

導

入

に

か

か

る

経

費

を

助

成

す

る

。

　

出

火

後

、

火

が

広

が

っ

て

い

な

い

状

態

で

行

う

初

期

消

火

が

重

要

と

い

わ

れ

、

消

火

能

力

が

従

来

型

よ

り

も

高

い

消

火

器

の

設

置

を

都

は

進

め

て

い

る

。

　

法

定

設

置

基

準

を

超

え

て

高

性

能

型

を

設

置

す

る

ケ

ー

ス

が

助

成

対

象

で

、

標

準

的

な

性

能

の

消

火

器

は

対

象

外

。

　

１

事

業

者

当

た

り

�

万

円

ま

で

（

１

点

当

た

り

最

大

２

万

円

）

助

成

す

る

。

　

申

請

受

付

は

２

０

２

５

年

３

月

�

日

ま

で

。

　

問

い

合

わ

せ

は

東

京

都

中

小

企

業

振

興

公

社

（

☎

�

・

３

２

５

１

・

７

９

２

４

）

へ

。

　

「

ス

ム

ー

ズ

ビ

ズ

」

と

称

し

東

京

都

は

テ

レ

ワ

ー

ク

導

入

を

進

め

て

い

る

。

導

入

が

難

し

い

と

い

わ

れ

て

い

る

小

売

業

な

ど

を

対

象

に

、

専

門

家

が

伴

走

し

て

支

援

す

る

。

　

対

象

は

、

テ

レ

ワ

ー

ク

未

導

入

の

都

内

中

堅

・

中

小

企

業

等

。

ま

ず

課

題

や

現

状

を

ヒ

ア

リ

ン

グ

し

た

後

、

専

門

家

を

派

遣

し

、

業

務

の

洗

い

出

し

や

ツ

ー

ル

の

選

定

、

テ

レ

ワ

ー

ク

規

程

の

整

備

な

ど

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

す

る

。

　

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

受

け

た

企

業

に

対

し

て

は

、

導

入

に

か

か

る

費

用

の

助

成

も

あ

る

。

　

専

門

家

派

遣

は

無

料

。

テ

レ

ワ

ー

ク

導

入

助

成

は

、

企

業

規

模

に

応

じ

２

～

�

人

の

場

合

１

５

０

万

円

ま

で

（

助

成

率

３

分

の

２

）

。

　

問

い

合

わ

せ

は

事

務

局

（

☎

�

・

６

７

３

４

・

１

２

２

２

）

へ

。

　

東

京

都

は

、

国

内

外

か

ら

多

様

な

旅

行

者

を

迎

え

る

と

と

も

に

、

障

害

の

あ

る

人

や

高

齢

の

人

に

も

安

心

し

て

都

内

観

光

を

楽

し

ん

で

も

ら

お

う

と

、

「

ア

ク

セ

シ

ブ

ル

・

ツ

ー

リ

ズ

ム

」

の

ポ

ー

タ

ル

サ

イ

ト

を

充

実

さ

せ

て

い

る

。

　

障

害

者

ら

の

受

け

入

れ

を

積

極

的

に

行

っ

て

い

る

都

内

の

施

設

や

観

光

地

の

情

報

を

集

約

し

、

日

本

語

版

と

英

語

版

が

あ

る

。

　

今

回

加

わ

っ

た

の

は

「

飲

食

店

バ

リ

ア

フ

リ

ー

ガ

イ

ド

」

「

誰

も

が

快

適

に

過

ご

せ

る

宿

泊

施

設

」

「

島

し

ょ

地

域

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

情

報

」

（

写

真

）

。

　

飲

食

店

に

つ

い

て

は

２

１

０

店

舗

を

紹

介

し

、

例

え

ば

入

口

幅

が

�

㌢

以

上

、

段

差

が

２

㌢

以

下

、

車

い

す

用

ト

イ

レ

が

あ

る

、

筆

談

可

、

点

字

メ

ニ

ュ

ー

が

あ

る

、

な

ど

の

情

報

を

掲

載

し

た

冊

子

を

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

　

サ

イ

ト

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

で

は

飲

食

店

、

小

売

店

な

ど

事

業

者

向

け

に

、

対

応

事

例

や

活

用

で

き

る

補

助

金

の

情

報

な

ど

も

紹

介

し

て

い

る

。

　

東

京

都

は

、

都

内

の

中

小

企

業

等

の

賃

上

げ

や

賃

金

制

度

の

整

備

を

促

す

た

め

、

４

月

か

ら

専

門

家

に

よ

る

支

援

を

始

め

た

。

　

賃

上

げ

の

手

法

や

賃

金

・

退

職

金

制

度

な

ど

の

見

直

し

に

つ

い

て

、

社

会

保

険

労

務

士

か

中

小

企

業

診

断

士

を

企

業

に

派

遣

し

て

、

無

料

で

助

言

す

る

も

の

。

１

社

当

た

り

最

大

５

回

（

１

回

当

た

り

原

則

２

時

間

以

内

）

の

派

遣

を

受

け

ら

れ

る

。

　

対

象

は

都

内

で

事

業

を

営

む

中

小

企

業

等

で

、

募

集

期

間

は

２

０

２

５

年

１

月

�

日

ま

で

。

　

問

い

合

わ

せ

は

東

京

都

労

働

相

談

情

報

セ

ン

タ

ー

（

☎

�

・

５

２

１

１

・

２

２

４

８

）

へ

。

　

例

年

よ

り

開

花

が

遅

か

っ

た

東

京

の

都

心

部

で

４

月

４

日

、

桜

が

満

開

と

な

っ

た

。

３

月

下

旬

か

ら

４

月

中

旬

に

か

け

て

、

各

地

の

商

店

街

で

は

「

さ

く

ら

ま

つ

り

」

や

「

桜

並

木

の

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

」

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

今

年

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

影

響

が

薄

ま

っ

た

こ

と

や

、

開

花

が

遅

れ

て

入

学

式

な

ど

の

行

事

と

重

な

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

桜

の

名

所

は

ど

こ

も

人

出

が

増

加

。

と

く

に

５

月

上

旬

並

み

の

気

温

に

上

昇

し

た

４

月

７

日

（

日

）

は

、

各

地

で

花

見

を

楽

し

む

人

た

ち

の

姿

が

見

ら

れ

た

。

　

「

お

江

戸

深

川

さ

く

ら

ま

つ

り

」

が

開

催

さ

れ

た

江

東

区

の

大

横

川

周

辺

で

は

、

橋

の

上

や

遊

歩

道

か

ら

桜

を

見

物

す

る

人

で

あ

ふ

れ

た

。

昔

な

が

ら

の

手

こ

ぎ

船

に

乗

り

、

江

戸

情

緒

に

ひ

た

り

な

が

ら

見

物

す

る

人

た

ち

も

。

　

こ

の

エ

リ

ア

は

深

川

仲

町

通

り

商

店

街

や

牡

丹

町

笑

栄

会

商

店

街

に

は

さ

ま

れ

て

お

り

、

飲

食

店

な

ど

も

に

ぎ

わ

っ

て

い

た

。

　

一

方

の

隅

田

川

沿

い

は

、

公

園

で

宴

会

を

す

る

人

や

、

屋

形

船

で

見

物

す

る

外

国

人

観

光

客

な

ど

で

ご

っ

た

返

し

た

。

　

東

京

ス

カ

イ

ツ

リ

ー

の

ふ

も

と

墨

田

区

側

に

約

３

０

０

本

、

対

岸

の

台

東

区

側

は

約

５

０

０

本

の

桜

が

植

え

ら

れ

て

お

り

、

約

１

㌔

㍍

に

わ

た

り

桜

並

木

が

続

く

人

気

ス

ポ

ッ

ト

だ

。

　

北

区

の

飛

鳥

山

は

、

江

戸

庶

民

の

行

楽

の

た

め

に

桜

を

植

樹

し

開

放

さ

れ

た

「

日

本

初

の

公

園

」

。

飛

鳥

山

に

は

か

つ

て

渋

沢

栄

一

の

住

ま

い

が

あ

り

、

渋

沢

史

料

館

や

博

物

館

が

あ

る

こ

と

で

も

知

ら

れ

る

。

　

ま

た

王

子

駅

前

の

公

園

入

口

と

山

頂

を

結

ぶ

、

長

さ

�

㍍

の

モ

ノ

レ

ー

ル

「

ア

ス

カ

ル

ゴ

」

は

大

人

気

。

高

齢

者

や

障

害

者

、

ベ

ビ

ー

カ

ー

利

用

者

で

も

気

軽

に

登

れ

る

よ

う

に

と

２

０

０

９

年

に

設

置

さ

れ

た

も

の

で

、

標

高

�

・

４

㍍

を

片

道

２

分

で

昇

降

す

る

。

乗

り

場

に

は

長

い

行

列

が

で

き

て

い

た

。


